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第
八
號

八

る
。
然
る
に
右
に
述
べ
た
如
く
此
の
四
西
六
十一

1

萬
一一 

千
エ
ク
タ
j

ル
の
中
に
は
小
麥
栽
培
を
や
め
て
燕
麥
栽 

培
に
移
つ
た
も
の
が
澤
山
に
含
兮
れ
て
居
る
か
ら
し
て 

千
九
西
十
六
年
度
に
於
け
る
小
麥
の
收
欐
は
前
數
年
に 

比
し
て
觅
に
多
く
の
不
足
を
生
ず
る
も
の
^
想
像
し
な 

く
て
は
な
らg

。

玆
に
於
て
か
保
守
a
の
領
釉
に
し
て 

地
主
階
級
の
代
表
的
人
物
た
る
現
農
務
大
职
メ
リ
ー

ヌ 

氏
は
地
主
に
し
て
S
家
所
有
の
土
地
を
耕
作
せ
ざ
る
場 

合
に
は
市
町
材
に
如
つ
て
之
を
耕
作
す
る
の
權
を
與
へ 

し
め
むVJ

す
る
の
法
案
を
下
院
に
提
出
す
る

に
至
つ 

た
。
又
耕
地
而
穑
は
殖
え
て
も
農
業
勞
働
蔣
の
數
に
し 

て
增
加
せ
ざ
れ
ば
何
等
の
效
は
な
い
の
で
勞
働
の
供
給 

增
加
に
就
て
も
種
々
劃
策
す
る

所
ぁ
&

「

罾
働
供
給
委 

員
會」

に
於
て
は
胱
に
昨
年
八
月
に
於
て
內
外
國
の
避 

雛
渚1

黹
を
始
め
ど
し
て1

腐
六
千
の
西
班
牙
人
、

一
 

千
餘
人
の
ヵ
ピ
ー
ル
入
を
さ
へ
怫
國
內
の
農
業
に
就
か 

し
め
：た
の
で
ぁ
つ
て
、
今
や
西
班
牙
と
«-
國
ビ
の
國
境 

.
て

無

数

の

官

署
h

設

：け

て

盛

ん

に

移
&

を

：歡

迎
獎
8
し
て
居
る
。
’逛
に
又
肥
料
の
缺
乏
騰
貴
に
ょ
る 

農
*
減
少
を
防
が
ん
が
た
め
に
肥
料
の
代
惯
に
就
て
も 

最
高
代
價
を
刺
定
せ
んビ

の
案
さ

へT

時
は
立
て
ら
れ 

た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
斯
く
各
方
面
か
ら
し
て
農 

業
の
獎

'a
を
試
み
て
は

居
る
が
未
だ
之
の
み
を
以
て
し 

て
ば
^

^

生
産
の
減
少
を
免
る\
こ
‘ヒ

は
-!
1
}
^
な
い
の 

，で

、
今

年

度
も

依
然
多
额
の
輸
入
を
必
喪と
す

る

に

至 

る
で
あ
ら
ぅ
ビ
思
は
れ
る

o 

' 

(

此
の
項
'
終
-

)

沿

交

戰

國

貨

幣

低

：
 

其

防

止

講

⑶

三.帘
嘉
十
部

.目
次

第

一

戦
亂
と
交
戦
_

爲
替
柑
勘
の
醚
|
|

绡
ニ
英
货
の
低
落
と
其
防
也
饿 

一

戦
a

と
英
貨
相
場
の
低
落
.

ニ
英
米
爲
锊
相
湯
の
低
落
と
其
肪
JI
-

饭
パ
以
上
旣
載)

婼
三
怫
蘭
跗
及
路
阈
货
幣
低
落
と
茈
防
土
饿
：

1

佛

11

西

/

.

ニ

4

 ̂

^

,

奶
四
'
獨
逸
及
塊
旬
岡
货
幣
低
落
と
防
止
敗 

I

結
論
丨
戦
晬
爲
赞
訓
節
策
概
評—

第
一〗

ー
僩
蘭
西
及
®
國
に
於
：

b

る

貨

幣

. 

低
落
と
其
防
止
策 

'

二 

：
'
佛
蘭
西 

,
,'
 

.-

丨丨
 

一
昨
年
歐
洲
大
亂
突
發
當
初
の
.浪
亂
時
に
於
け
る
佛

價
.の
.動
搖
は
.措
.い
て
間
は
ホ
ぐJ
す
る
も
、1

昨
年
よ
り 

昨
年
初
^
掛
け
て
怫
貨
.は
槪
ね
高
位
を
保
ち
れ
り
。
惟 

ふ
.に
侧
蘭
西
は
英
國
に
次
ぐ
世
界
の
債
權
國
ど
し
て
迓 

額
の
海
外
投
資
を
有
し
、
丑
英
米
等
の
銀
行
に
巨
多
の
.
 

預
金
を
な
し
居
り
し
か
ば
.、
之
よ
り
生
ず
る
利
息
に
澍 

す
る
債
權
相
當
多
額
に
上
り
し
に
，
5K
に

宣

戦

の

布

齿

' 

は
佛蘭

！
：

國
K
を
®
つ
て
.現
金
獲
得
に
焦
處
せ
し
め
、
 

其
結
果
所
浪
有
價
證
券
の
賣
戾
し
或
は
各
«
浮
動
债
權 

.の
囘
收
に
熱
^
す
る
に
至
り
し
爲
め
、
怫
蘭
西
の
國
際 

貨
借
は
開
戦
初
年
の
五
筒
月
間
を
通
じ
て
著
し
く
)®
調 

を
里
せ
し
に
因
な
な
殊
に
米
國
は
例
年
資
本
利
子 

旅
費
"
運
賃
"
竿
數
料
等
典
他
歐
洲
に
負
ふ
偾
務
を
秋 

期
，に
於
け
る
棉
花
、
小
麥
等
農
産
物
の
.輸
出
に
依
<>
て 

決
濟
す
る
を
常
、ヒ
し
た
る
に
：、
.開
戰
後
間
も
な
く
此
等 

tt
務
を
決
r
せ
ざ
る
.'へ.か
ら
•ざ
る
も
の
多
く
生
#
し
よ 

b
?
米
貨
は
當
初
著
し
く
低
落
し
佛
米
爲
替
の
如
き
平 

價
五
法
一
八
山
な
る
も
の
三
法
一
1五
仙
即
ち
三
割
七
分 

の
暴
落
を
演
じ
れ
り
。

」

.又
英
貨
ど
の
關
膝
に
於
て
も
開

第

十

卷(

一
一
五
五
.

)

錄
交
戦
國
貨
幣
低
落
-と
其
防
也
策
.

第
八
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笫

十

饴(

一
一
3:
,
:ハ

)

笫
八
狱

6

_
腐
初
佛
蘭
西
人
ば
、
其
所
有
^
員
手
形
の
取
立
及
宿 

惯
證
券
の
賣
放
等
有
ゆ
る
資
金
の
囘
收
を
圖
り
し
爲
め 

vj

、
且
>]
1

鑛
き
英
國
が
佛
觀
西
に
駐
屯
せ
る
自
，li
陸
軍 

々
人
に
對
す
る
送
金
漸
次
多
額
を
箅
す

る

に
至
り
し
か 

ば
、
佛
貨
は
常
に
高
位
を
保
ち
最
高
ニ
®
法

：

(
一

磅
に 

付y

を
示
し
、
弗
惯
に
比
し
ニ
割
餘
の
騰
赀
を
見
れ 

b
o (

註)

註 

W. F. spauldiag.I-'oreien Exchsge and Foreign Bills

•
. 

ch. X.

斯

く

の

如

く

開

®

初

年

の

一

九

一

四

年

ょ

り

一

五

年

の
ニ
月
迄
は
、
«
貨
は
槪
ね
高
位
に
在
り
し
が
戰
期
の

長
別
く
に
從
ひ
、
元
來
產
業
國
な
ら
ざ
る
佛
蘭
西
の
戰

畤
财
カ
漸
く
舊
の
如
く
な
る
能
は
す
。
且
獨
逸
軍
隊
の

侵
入
に
因
b
.國
內
淹
業
の
最
も
盛
ん
な
'る
地
方
を
失
ひ

て
乳
生
產
カ
を
&
き
し
こ
ビ
藉
し
く
爲
め
に
輸
出
の

減
遇
及
び
；輸
入
の
堦
加
を
惹
起
し
第
：窗
品
の
輸
久
ど
相

俟
て
"

1
西
の
.國
際
貸
借
は
：漸
次
逆
調
を
显
す
る
に 

至
り
し
^
ば
•
從
づ
て
昨
年
三
月
以
來
佛
貨
は
遂
に
鑄

造
^
貨
を
維
持
す
る
能
は
ず
低
落
を
啪
め
た
り
。
殊
化

土
其
古
が
獨
塊
側
に
加
擔
す
る
に
至
h
ダ
I
ダ
ネ
ル
ス

海
峡
の
航
行
杜
絕
せ
ら
れ
し
以
來
、
露
國
並
羅
坶
尼
ょ

b
小
麥
の
供
給
を
受
く
る
能
は
ず
、

一
に
比
較
的
高
惯

な
る
米
國
小
麥
の
輸
入
に
俟
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
し
て
、

軍
器
"
軍
®
の
供
給
亦
盡
く
之
を
米
國
に
仰
が
ざ
る
ベ

か
ら
ざ
る
こ
ビ
、
な
り
し
上
に
"
佛
蘭
西
が
從
來
年

々
多
額
に
輸
出
せ
し
米
國
向
き
絹
布
流
行
品
，
奢
侈
品

等
高
©
品
の
輸
出
激
減
せ
し
か
ば
"
佛
貨
の
米
貨
に
對

す
る
低
落
は
漸
次
其
度
を
强
く
し
た
り
。

一
昨
年
末
佛

蘭
西
は
紐
育
に
て
六
分
利
付
國
煺
偾
券；

千
萬
弥
を
後

行
し
、
运
に
昨
年
3
月
末
五
千
萬
茆
の
新
債
弥
を
賣
出

し
"
加
ふ
る
に
佛
人
所
有
の
加
祭
太
及
び
米
國
證
芬
の

利
子
を
以
て
此
等
輸
入
超
過
®
の
支
彿
に
充
當
せ
，9

i

_
も
、‘
猶
ほ
ニ
國
間
支
拂
の
均
衡
を
保
つ
能
は
ず
佛
貨

は
級
.育
市
場
猛
：々
低
落
の
趟
嚮
を
示
し
昨
年
一
一
月
中
五

法

1

八
山
內
外
の
鋳
造
难
價
を
保
ち
し
米
怫
爲
替
相
場

^」

一
山
に
.迄
低
落—

五
.

|%
I
I
S

1
1
1
1
I
I
I

I

■>
丨:
|1
I
I
I

is



月
，に
は
觅
に
五
法
四
〇
山
蠆
を
唱
ふ
る
に
至
れ
&
?
又 

英
貨
に
對
し
て
も
從
來
高
位
に
茌
り
し
が
"
昨
年
ニ
月 

の
三
國
財
政
同
盟
成
立
後
は
、
其
對
外
支
拂
の
大
部
分 

之
を
英
國
に
依
^
す
る
に

至
り
、
主
/

yj

し
て
英
國
金
融 

業
者
の
平
を
經
て
行
は
る
■
>
こ
と
、
な

b

"、a
里
余
融 

市
場
獨
立
の
地
位
漸
く
傷
け
ら
れ
し
と
典
に
佛
貨
の
低 

落
益
著
し
く
，
«
英
爲
替
相
場
は
昨
年
一一

月
十
九
日
め 

二
五
法
ニ】

.
1山
ニ
破
に
付
卑
價
ニ
五
法
ニ
0
山)

ょ 

i

三
月
末
に
は
五
法
四
六
7^
山
に
、
四
月
末
に
は
五 

c

山
に
、
页
に
五
月
に
は
五
法
九
ニ
义
山
に
迄
低
落
せ 

實
に
一
割
四
分
の
低
落
な
り
。
K
他
W
班
牙 

> 
和 

蘭
。
ス
ヵ
ン
チ
ナ
、ヴ
井
ャ
及
び
瑞
西
等
の
各
中
立
國
市 

場
亦
佛
貨
の
低
落
を
免
れ
ず
、
殊
R
マ
ド
リ
ー
ド
に
於 

け
る
低
落
の
度
は
蛾
前
に
比
し
一
割
に
及
び
た
り
。

.

茲
に
於
て
か
對
外
爲
替
調
節
將
題
は
、
戰
時
财
政
上 

の
最
1C
要
問
題

し̂
て
#
蘭
西
上
下
に
喧
傅
せ
ら
る
、 

こ
匕
.、
な

&
し
を
見
る
0，
佛
«:
の
逆
勢
を
1»
止
し
恢
復
：
 

す
％
固
よ
^V

輸
出
入
办
均
衡
を
圖
る
に
在
る
は
勿
論
な 

热
十
盤

る
も
、
今
H
の
場
合
轍
出
の
.增
加
容
易
な
‘b
t'
輸
入
の 

減
少
亦
不
可
能
事
に
.鹰
す
ビ
せ
ざ
る
ベ
か
ら
す
。
故
に 

最
も
直
接
的
な
る
調
節
策
と
し
て
は
、(

I

 

)

外
債
の 

慕
集
、(

ニ)

外
國
.
.證
券
の
賣
却
に
■依
る
資
本
の
振
替 

一：(arbitrage)

及
び(

三)

:i
l
v貨
の
輸
送
の
三
を
擧
げW

る 

|

，ベ
か
ら
ず
。
へ
而
も
不
利
.の
條
件
を
以
て
外
債
を
藤
集
せ 

ん
こ
ビ
、
世
界
の
資
本
家
を
以
て
誇
り
し
佛
蘭
西
の
到 

—

底
堪
へ
得
る
所
に
：わ
ら
ざ
れ
ば
ノ
結
局
外
國
證
券
の
賣 

却
に
依
る
か
"
又
は
正
貨
の
現
送
を
斷
行
す
る
の
外
な 

，き
な
b

o
當
時
佛
li
ff
i

a
潘
の
間
に
は
、
先
づ
外
國
® 

券
の
賣
却
に
依
づ
で
國
際
勘
定
の
.均
衡
を
維
持
す
る
に
.
 

努
め
-
正
價
の
現
送
は
最
後
に
依
る
べ
き
非
常
手
段
に 

|

し
て
輕
々
に
之
を
實
打
し
、
佛
蘭
西
銀
行
の
.金
取
備
を 

一，■
薄
弱
な
ら
し
む
る
が
如
き
は 

>
國
家
異
常
の
今m

採
る 

べ
き
策
v>
謂
ぶ
べ
か
ら
ず
ど
な
す
も
の
あ
b

o
叉
一
方 

io
は
：H

ド
モ
ン
ド
•
テ
リ
ー
氏
の
如
く
、
一
 

九
〇
〇
年
以 

來
僅
々
十
五
年
間
に
於
て
，
«
蘭

-®
海

外

投

資

の

梢

加
 

一
1百
億
法
-¥
算
す
る
：こ
气
ハ
及
び
中
央
.銀
行
の
金
準
備

银

八

號
• 

一
二
.

一

‘

(

一
.ー2£
七

)

雜

錄

.

焚
戦
國
货
幣
低
.

落
と
其
防
止
策
：

I



锘
十
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m

八
-

)

，

0

交
戦
國
貨
幣
低
落
ど
其
防
止
.策 

第

八

號

r

三

负
增
加
十
七
億
餘
法
に
達
せ
る
の
事
實
を
擧
げ
S
、
戰
時 

急
迫
の
際
中
夹
銀
行
金
準
備
0
1
部

を

酬

い

'て

國

際

支 

拂
に
充
當
ず
な
毫
も
危
險
の
»?
む
.べ
き
な
く
不
可
な
る 

を
見
ず
ど
て
、
頻
6
に
像
蘭
.西

銀

_

が

其

菩

獠

せ

な

金 

举
備
吖
ニ
部
を
現
#
し
、
' 以
て
怫
貨
低
落
の
勢
を
徂
丘 

す
べ
»-
を
敝
激
す
^
所
ぁ
^
\た
6
。

佛
人
所
有
の
外
國
證
券
は
1
額
四
西
億
餘
法
に
達
す 

れ
ば
、
順
次
之
を
賣
却
し
資
本
の
振
替
を
行
ふ
に
於
て 

は
佛
蘭
西
輸
入
超
過
の
決
濟
钇
な
す
敢
て
*
ふ
る
、に
足 

ら
ざ
る
か
如
し
と
雖
も
後
段
詳
說
す
^
如
く
佛
人
の 

多
额
R
所
荷
す
る
は
露
國
、
澳
匈
國
.、
獨
逸
？
土
耳
古 

#
太
利
"
葡
萄
牙
、
希
臘
及
ぴ
B
爾
幹
諸
國
の
證
券
な 

る
に
、
此
等
は
何
れ
も
戰
亂
の
影
響
に
依
■ト
惯
格
の
低
一 

落
甚
し
べ
，
今
H
之
が
賣
却
を
攸
て
せ

んVJ

す

る

は
國 

家
の
資
力
を
舞
に
減
殺
す
る
の
み
な
ら
す
、

資
本
家
の 

固
ょ
り
肯
ん
也
ざ
る
所
に
屬
す
。
其
他
英
國
、
米
國
、

加
奈
太
及
び
南
米
等
諸
國
0;
證
券
有
な
も
英
»
は
株
式 

取
引
ゼ
對
す
る
職
_
規
則
に
依
卜
之
が
賣
却
は
不
可
能

に
ス

雜
、
.:
.
i

阿
勸
然
丁
、
：伯
刺
西
爾
及
び
墨

西

,w

等
中
南 

米
諸
國
の
靡
券
ば
米
國
役
資
親
0
消
化
疑
,
し
。
さ
れ 

ば
#:
蘭
西
の
海
外
投
資
ば
其
額
大
な
る
も
其
大
部
分
は 

殆
ん
ど
.全
ぐ
死
藏
せ
ら
れ
允
る
ビ
同
じ
く
"
唯
僅
に
西 

班
牙
'
米
國
及
び
加
祭
太
證
券
の
み
資
本
振
替
に
充
て 

ら

な

、
も

其

额

固

ょ

り

大

な

6
す
、
.努
め
て
之
が
I
M却 

を
敢
行
す
る
も
昨
年
末
^
"に
十
億
法
を
得
る
y」

ど
困
雛 

な
ダ
の
寳
情
に
花
り
き
。
怫
蘭
西
海
外
放
資
の
內
容
右
’
 

の
如
く
な
な
に
、
；
觅
に
佛
蘭
西
立
法
者
が
徙
ら
に
證
嘮 

刹
子
税
の
增
收
を
圖
る
に
急
な
6
し

爲

め

"

巴

里

市

場 

に
於
て
.發
抒
，せ
ら
れ
し
外
國
證
券
は
多
く
國
際
的 

.流
通
性
を
失
汰
し
か
ば
1
縱
令
前
記
事
情
の
存
せ
ざ
る 

も
之
が
賣
却
.は
支
•障
少
か
ら
す
。
之
に
依
つ
て
見
れ
ば 

.

佛
蘭
西
は
英
國
と
異
に
し
證
漭
賣
却
に
依
る
資
本
振
替 

を
以
て
有
效
に
.佛

货

：の
、低

落

を

防

.1
1

:

し

恢

復

せん
こ
ビ 

甚

だ

困

難

な

る

？
！
情

ぁ

h
。
'
佛

歡

西

政

府

が

遂

に

意

を 

決

じ

で

ー
JE
f
t0;
:
現
送
を
if
f
行
す
る
に
至
り
し
も
の
亦 

K
む
を
得
ざ
る
に
出
で
把
る
於
知
る
べ
し
。

站
、
英
國
株
式
取
引
所
楫
開
に
關
す
る
一
九1

四
年
十
二
月
ニ
十
三
.
 

日
の
規
則
第
八
條
U

依
れ
ば「

訛
券
が】

九
一
四
年
九
月
三
七
日 

以
來
典
關
内
に
存
在
し
！
開
戦
以
來
敵
^

人

の

所

布|:
在

ら

ざ

リ
 

し
こ
と
銀
行
，
仲
^

人
义
は
兆
他
の
货
任
鍇
に
於
て
證
明」

せ
ざ 

れ
ぱ
取
引
ん
許
4
?
れ
ず
°

蘭
西
銀
行
の
紙
幣
は
：其
國
內
に
於
け
る
信
用
絕
大
に
し

昨
年
五
月
初
句
佛
蘭
西
藏
相
リ
ボー

氏
は
，
英
國
藏 

相
マ
ッ
ヶ
ナ
氏
と
偷
敦
に
會
商
し
佛
II
西
.は
五
■
，ぼ 

の
正
貨
を
英
國
に
現
送
し
、
之
に
依
つ
て
英
國
は
十
丑 

億
法
の
資
金
融
通
を
な
す
べ
き
を
取
極
め
た
り
し
が
、
 

之
に
基
き
侧
蘭
西
は
同

月

中

直
に1j

億
法
の
正
貨
を
偸 

敦

に

現

送

し

た

る

上

"

更

に

對

西

班

牙

爲

替

調

節

の

爲 

め

千】

1西

海

法

の

正

貨

を

、
マ
ド
リ
ー

ド

に

輸

送

し

た
 

t

惟
ふ
に
昨
年
佛
貨
の
暴
落
を
演
じ
初
め
し
當
時
即 

ち
ニ
三
四
n
®
に
於
け
る
佛
蘭
西
鐵
行
の
金
準
備
保
布 

高
は
四
十11

億
法
を
®
え
*
之
に
飯
準
備
を
も
加
ふ
る 

時
は
、
其
紙
幣
發
行
高
西
十
億
餘
に
對
す
る
準
備
割
合 

四
剡
！一
 
分
を
示
し
、
尙
ほ
益
々
«
⑽
の
勢
.に
在
り
し
か 

ば
、
典

一

部
を
以
て
對
外
突
禪
に
充
$
.
る
ふ
敢
て
中 

央
銀
行
の
雄
®
を
雜
弱
'な
ら
し
む
る
の
憂
な
ぐ
、
且
佛

'锘
十
卷

て
正
貨
準
備
の
二
部
減
少
等
に
因
&
其
價
格
に
影
響
を 

及
ぼ
す
が
灿
き
.こ
ビ
.、
'毫
末
も
存
せ
ざ
るV

ぐ
典
對
外 

傲
値
の
騰
貴
は
却
て
好
結
粜
を
齋&
す
べ
し
ビ
な
し
、

I

佛
蘭
.西
國
內
に
流
通
せ
る
紙
幣
に
對
し
て
は
，
典
發
行 

高
百
五
，
億
法
迄
は
金
準
備
三
十
億
に
て
见
る
、
他
は 

擧
げ
て
佛
«
の

對

外

價

値

維

持

に

用

ふ

べ

く

、

是

れ

：半 

素
佛
蘭
西
が
中
央
銀
行
の
金
準
備
を
豐
富
な
ら
し
め
來 

b
し
！

IE

的
に
副
ふ
も
の
ど
謂
ふ
べ
し
と
の
意
見
、
政
府 

當

局

潘

並

に

，

1

部
識
者
の
間
に
行
は
れ
.た
る
が
如
し
。 

斯
く
て
佛
蘭
西
銀
行
の
金
準
備
保
有
高
は
、
昨
年
四
月 

八
日
の
四
十
三
億
五
.千
三
西
萬
法
を
最
高
ビ
し
て
、
爾 

後
數
月
間
は
三
十
九
®
法
臺
を
僅
に
維
持
し
得
れ
り
。

| 

,然る
に
一
方
對
外
爲
替
關
係
を
觀
る
に
、
佛
蘭
西
相
場 

は
金
の
千
ニ
百
餘
興
法
の
輸
送'に
加
ふ
る
に
、
西
班
牙 

授
資
家
が
佛
人
所
有
の
自
國
公
債
の.買
戾
を
企
盡
し
、 

侧
辟
西
政
崩
及
び
金
融
業
者
等
派
努
め
て
之
を
肋
カ
せ 

し
と
' 0

怫

爾

菌

政

麻

：が
_
出

禁

制

品

中

の

：
.
一
部
を

.
'
臶/v
:
號 

H
I
H

(
1
1

3L

九
：

r
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.雜
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職
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货
腺
敗
落
ん
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^
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第
十
，

.(
一

h

ハo
)

-

雜

ノ

紙
r
:
交
戦
國
赏
幣
低
落
と
其
防
虫
策
く 

'
第

八

每

r

i

西

班

牙

に
f

0

に
®

出

を

許

可

せ.

し
：.

こ
と
等
、
.
彼
此 

相
際
て
稍
々
.改
善
せ
^
れ̂
し
ビ
難
1
プ
最
重
要
視
す
ぺ 

を
；，

對
英
、
對
米
相
場
は
毫
も
維
持
せ.ら
れ
ざ
る
の
み
か
：
 

却
て
益
々
低
落
の
勢
4>
.逵
し
{
し
つ
、
あ
り
し
か
ば
、
 

之
が
調
節
亦
更
に
多
额
の
金
輸
送
を
要
す
ベi

且
漸 

月
增
加
し
て
止
，ま
ざ
る
紙
幣
の
發
行
あA
、
佛
蘭
西
鈒 

U金gflg

問
題
が
對
外
爲
替
調
節
ど
關
聯
し
て
漸
く
世 

上
に
喧
し
く
な
b

し
も
の
所
以
な
&

に
あ
ら
す
。

'
今
次
戰
亂
に
方
ぅ
て
、
.谷

交

戰

國

共

，一

ば

事

變

通

貨 

供
給
の
爲
め
"
又
一
は
市
場
に
流
通
せ
る
金
貨
囘
收
の 

n
n

的
を
以
て
、
小
額
而
紙
幣
の
發
行
を
企
て
れ
る
は

旣 

に
世
人
の

知
れ
る
所
の
如
く
な
る
が
^

佛
蘭
西
に

於
て 

も
開
戰
ビ
同
時
に
6
中
央
銀
行
の
紙
幣
發
tj
t
の
'制
限 

を
六
十
八
億
法
ょ
ら
.西
|一
十
億
に
引
上
げ
れ
る
^
同
時 

に
、
從
來
五
十
法
を
以
て
«
ff
i
ど
し
f2
る
紙
幣
の
額
面 

を
引
下
げ
、
ニ
十
法
並
に
五
法
紙
幣
’の
發
行
を
認
め
た 

り
。
開
脚
當
初
の
五
傲
月
間
に
、
‘此
_
五
ぼ
®
忆1

一
十 

法
紙
幣
の
礙
行
商
十
--
l

法
‘に
及
び
，
金
準
備
亦
同
期

.間
に
六
億
餘
の
增
加
を
鳥
れ
り
。
元
.來
佛
蘭
西
銀
行
は
，
 

平
素
ょ
：り
璺

富
な
る
：金
*

備
を
倮
_
し

居
.れ
る》

、
旦 

は民
！！

に
蓄
藏
せ
る
：金
貨
の
引
上
げ
を
圖
る
が
如
き
、
 

共
和
の
本
義
ft
る

個
人
の
.自

由

を

駿

_

す

る

も

の

ノ
レ
な 

し
，、
開
戰
後V

*

も
金
吸
收
に
對
す
る
努
力
固
ょ
り
獨 

逸

等

に
比
し
て
劣
る
所
あ
b

し
は
勿
論
な
る

も
、
斯
く 

の
如
き
弛
緩
な
る
增
加
カ
を
以
て
は
今
後
對
外
潙
替
調 

節
上
急
進
に
感
せ
ら
.る

、
讀

要

に

應

す

ベ
く
も
あ
ら
す 

#,
國
の
上
下
ば
令
萸
の
如
く
金
貨
蒐
集
の
要
を
認
め
, 

，藏
相
の
議
會
に
於
け
る
演
說
を
始
め
ミ
し
、
新
聞
雜
誌 

亦
皆
之
に
和
し
、

一
切
に
徒
に
巨
額
の
^

®
を
^
■

し 

て
快
ビ
す
る
が
如
き
無
智
0
貯
财
病
者
を
以
て
寶
阈
奴 

f
 

愛
國
的
糖
神
に
訴
へ
て
隱
隈
金
貨
の
酿 

出
を
勸
獎
す
る
に
至
.れ
6
 

0
斯
か
b

し
か
ば

佛
ii

西
銀 

行
の
金
準
備
保
有
高
は
"
昨
年
五
•月
初
句
英
國
へ1 
一® 

法
i
西
班
牙
へ
5

一
百
餘
.萬
法
ビ
を
輸
送
し
て
、

一
時 

三
十
1
億
.七
十
三
萬
法
に
低
下
せ
し
が
、
爾
來
逐
週
增 

加
の
傾
向
を
示
す
に
至
.れ
り
。
然
彡
ど
雖
も
其
额
ニ
西

掷
乃
至
四
百
®
多
き
4
0
六
西
离
法
を
出
で
ざ
る
ゾ
、

* 

貨
の
提
供
者
は
主
ヾ」

し
て
商
事
«

體
に
し
て
、：
三
十
五 

億
法
の
£

®
の
余
货
を
藏
匿
せ
る

と

|?
せ
ら
る

、

一
般 

公
衆
に
迄
及
ば
ざ
り
し
か
ば
、
政
府
は
昨
年
七
月
三
ロ 

の
大
統
領
令
を
以
て
"
佛
蘭
西
.銀
行
及
.び
其
他
特
定
漭 

以
外
の
漭
'に
は
貨
幣
た
る
ふ
地
金
れ
る
と
を
^
は
す
、 

凡
を
金
と
し
て
の
便
#
あ
る
も
の
は
全
部
之
が
輸
出
を 

嚴
禁
し
以
て
投
機
潜
の
金
輸
出
を
m
Jf
.
:し
，
又
大
藏
大 

KI
は
佛
關
西
銀
行
を
し
て
、
特
に
金
貨
提
供
受
付
ロ
を 

設
け
し
め
目
：金
貨
提
供
者
に
は
特
殊
の
受
領
書
を
交
付 

し
て
、
其
愛
國
的
行
爲
を
表
彰
す
を
の
手
段
に
出
で
し 

む
‘る
等
®
ら
侖
貨
吸
收
に
努
め
た
6
。
尙
ほ
政
，ff
は
蓐 

初
艰
事
公
®
の
應
慕
の
際
金
貨
に
て
拂
込
を
な
ん
た
る 

漭
に
限
特
定
の
利
益
を
附
與
し
、
以
て
金
貨
1;
集 

を
贿
ら
ん
ビ
企
て
し
も
、
斯
く
て
«
政
府
凿
ら
金
に
打 

步

を

刚

し

紙

幣

の

，價

格

を

下

落

せ

し

む

る

も

の

な 

の
#
粼
あ
り
て
'、
堪

に

前

記

の

如

：き

方

策

に

出

で

ft
る 

な
り
。
要
す
る
に
佛
蘭
西
は
.飽
く
迄
個
人
の
自
11
1
を
S

1*
,
'じ

金

®
谈
收
'{
1
就

，
て
、も
强
制
手
段
に
餅
ふ
る
こ
ぐ
し 

を
.な
さ
す
，
各
個
0
愛
國
心
の
發
露
に
基
&
自
*
提
他 

を
な
さ
し
む
る
に
止
め
た
る
を
知
る
々
し
。
遮
奠
、
f
t
 

蘭

西

銀

行

の

金

準

備

は

昨

，年

七

月

初

句

以

來

鋒

速

.の
僧 

加
を
な
し
、.
ニ
一
十
九
億
法
を
僅
に
維
持
し
得
れ
る
程
な 

9
し
も
の
、
左
の
如
き
增
加
を
示
し
、
遂
に
昨
年
末
に 

は
五
十
億
‘

〗

千
五
.百
萬
法
に
達
せ
b
。
固
ょ
り
此
間
 ̂

國
、
米
國
其
他
に
對
し
て
現
送
せ
し
额
栩
當
に
上
る
ベ 

け
れ
ば
、
f
■
西
愛
國
者
の
提
供
.せ
し
金
貨
は
少
く
も 

十
五
億
法
以
上
な
る
は
言

ふ
を
須
ひ
す
。

昨
，.：
〒

七

刀

一

.

.
求
 

阏
八
力
十
九

B
 

.
同

八

.

刀

.末 

同

九

刀

求
 

同
.

十

W
 

_ホ 

同

十

| 

”
末 

同
' 

十
二
、‘刀
末

法

四
、一 

ニ
九
、1

〗

|四
四
、〇
〇
〇 

四
、
三
九
ニ
、
三
六 

一
>

0

0

0 

四
、
ニ
六
六
、
三r

九
、〇
〇
〇 

四
、
5£
五
〇
、一

四
！'
>〇
〇
〇
. 

四
、七U

九
、九
七
八
、〇
〇
〇 

四
、
八〗

ニ
31
:
'
’ー
九
ニ
、〇
〇
〇 

at
d

一
 

五
"n

八
七
、〇
〇
〇

笕

十

怨

2

一
六
！〕

錄
交
璐
國
货
馉
低
落
と
其
：防
止
策 —

-
. 

' 

; 

ミ1 

c J 

3 
ニ 
^
/
H C
C
C
 

怫
蘭
西
#
行
保
洧
の
金
準
備
の
增
加
右
の
如
く
著〜

か
b
し
.か
：ば

、
，
か

の

英

佛

公

債

五

億

卵

寡

集

の

際

の

如 

.き

、

佛

蘭

西

に

於

：て

は

當

時

.英

怫

露1ー1中

央

鈒

行

の4

第
八
號
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奶

卜

怨r 
一
 

H

ハ
ニ)

.
雜
錄
交
戦
國
货
锵
低
游
と
其
防
止
饿 

/

鄉
八
號
二
一
ナ

難
備
總
計
の
四
億1

U

千
^
磅
な
る
を
擧
げ
X
、
米
國
起
■
 

偾
に
靡
せ
す
ば
宜
し
ぐ
金
を
似
て
決
濟
を
な
す
べ
し
ギ
.
 

の

論

を

唱

ふ

：
る
^
も

あ
u
yし
程
な
り
。
這
は
固
ょ
一 

片
0
豪

語
^
ら
ん
も
‘
亦

以

..て

免

何

に
#
.谣
西
國
民
力
'

金
维
備
に
依
倚
し
，
.對
外
爲
替
の
維
持
上
金
の
現
送
を 

1!
£
要
視
せ
る
か
を
知
る
に
足
ら
ん
。

’ 

j  

爾
て
怫
蘭
西
の
»

«
貸
借
を
a
る
に
平
時
に
於
て
は 

其
輸
入
魃
過
额
は
年
々
十
五
億
.乃
至
，ーI
十
値
法
に
上
る 

k

他
方
佛
人
所
有
の
外
國
證
券
の
利
息
年
额
三
十
億 

乃
至
三
十
五
億
法
ゎ
^

其
他
外
人
の
旅
费
、
手
數
料
’
 

收
入
等
に
、て
贷
'K
は
：常
に
四
十
億
法
以
上
に
及
び
し
か
：\ 

ば
"
前
記
輸
入
超
過
額
を
決
濟
し
何
ほ
興
貸
尻
を
以
て
一 

海
外
投
資
を
增
加
し
來
b
し
こvj

萬
人
の
認
む
る
所
の
一 

如
し
。
然
る
に
今
次
の
戰
II
の
爲
め
贸
易
上
に
於
け
る
一
 

輸
入
超
過
は
益
々
著
し
く
な
昨
年
一
月
ょ
り
五
月 

末
迄
に
於
て
十
六
億
三
.西

揭

法

に

上

り

し

に

"

昨

年

末 

に

至
.
て̂
M
.に
，激

增

し

て

五

十
*
五
千
ニ
商
莴
法
の
11 

額
を
*
し
1
工
コ
ノ
、、
ス
ト
'
フ
ラ
ン
セー

の
昨
年
六

月
に
な
し
た
る
推
^
を
拔
く > J

と
十一

一
僮
に
及
.ベ
.
K
V
O

 

之
.に
"政
^

#
定
に
.，属

す

：
る

輸

入

额

及

び

露

、
#

、
希

等

の 

諸

國

に

：對

す

：る
®
付
高
を
も加

：.

へ
■ざ
る
ベ
か
ら
ざ
な
に 

尙
ほ
佛
隞
西
税
.關
：の
調
査
は
ニ
三
年
前
の
推
定
惯
格
を 

標
準
。
せ
!)
:w

i
v

ば
、
戰
時
物
偾
の
.騰
貴
に
依
る
少 

く
も
三
四
割
の
割
增
を
見
獱
ら
ざ
る
ベ
か
ら
す
。
故
に 

昨
年
.

1

年
間
.に
虼
け
る
同
國
0
.國
際
借
高
は
W
茁
法
に 

_
んV」

す
る
は
疑
ふ
べ
か
ら
此
巨
額
の
借
高
の
決 

.濟
に
充
つ
る
も
の
辩
一
.に
海
外
投
資
の
利
子
を
擧
げ
ざ 

る
べ
'か
ら
ざ
る
に
、
平
時
年
額
三
十
億
乃
至
三
十
五
億 

法

，に
達
：せ

し

利

息

も

獅

逸

、

燠

句

國

* 

土
其
古
、
幾
西 

哥
ノ
伯
刺
西
爾
等
の
外
國
證
券
の
利
子
全
く
支
拂
は
れ 

ざ
る
爲
め

、
，
且

は

賣

却

に

因

り

'減
少
を
來
せ
し
か
ば
今 

日
に
て
は
槪
略
十
餘
億
に
:1
1:
ま
る
が
如
し
。
其
他
資
本 

振
替
额
約
十
五
億
法
"
英
國
政
府
の
«
1)
西
粧
屯
車
に 

對
す
る
送
金
額
約
八
億
法
、
興
他
大
藏
省
證
芬
、
國
防 

證
券
等
の
外
國
市
場
に
於
け
る
靡
募
额
、
及
び
英
«
公
：
 

f
十

一

一

儺

九千
五
百

萬
法
等
あ
b
。

又

金

五

.億

五

千

法

ハ
^
年

S
.
M
H
の

協

龙

は

五®
法

な
6

し

が

、
本

年
 

一

礞

S
響
に
於
け
る
|

£

£疆

華

法

§
 

り
し
が
如
し)

提
供
に
依
り
て
英
蘭
銀
行
ょ
り得
た

る 

十
五
備
法
の
融
通
を
得
た
り
。
此
等
總
ベ
て
を
合
箅
す 

る
も
恐
ら
く
七
十
値
法
を
出
で
ざ
る
べ
し
。
：
故

に

弗
凝 

西
國
際
货
借
の
逆
調
は
約
三
十
億
法
に
達
す
る
等
な

然
れ
と
も
菩
人
が
昨
年
三
月
以
來
に
於
け
る
佛
蘭
西 

爲
替
相
場
變
動
の
跡
を
她
る
に
、
典
進
路
英
國
の
如
く 

#
し
て
®

調
な
ら

す
、
.大
勢
は

固
ょ
り
低
落
の
方
向
に
. 

t
る
は
勿
論
な
る
も

、

其
變
動
の
著
し
く
し
て
波
■

に 

當
め
る
他
に
比

f

見
す
。
殊
に
：昨
年
六
七
月
®

の
怫 

英
爲
替
の
如
き
六
月
十
八
日
ニ
六
_

ー
7,
山
な
り
し
も 

の
、
七
>]
1
日
に
は
ニ
六
法
八
^
!山
に
進
み
、
同
月
ニ 

十
？一：¥

R
は
ニ
六
法
五

〇
山
に
低
落
し
た

る
か
i
思

へ 

ば

、

同

ニ

十

九

“

に
は
觅
に
ー

一

七

法

五

山

を唱
ふ

る
を 

見

る

の

有

欉

な
6
き

。
惟

ふ

に’戦
11
の
» '
せ

る

怫

酣

西 

S
際

®

倡

の

興

常®逆

：調

は

、

佛

貨

低
.落
.の

眞

雜.を

な
-

す
は
言
を
俟
於
ざ
る
も
、
其
高
®Q

差
著
し
く
變
動
の 

頻
繁
、な
り
し
は
、.
到
底
單
德
な
る

國
際
©
借

の
逆
調
の 

み
を
以
て
0
明
し
%

ベ
く

も
あ
ら
す
。

世
人
を
し
て
断 

く 

3
ガ
^
他
に
^
农
^
る
な
含
や
を
信
^
し
め
ん
ふ
す 

る
に
.至
れ
&
。
；
之
に
就
き
'
.
:
1
,
.

部
_
者
の
言
ふ
所
に
友
れ 

.ば
':
6

*
貨
低
落
の
.主
.因
：は(

I
)

英

'V
米
、
®
班
牙
、幾
西 

得
伯
谉
西
爾
、
51
爾
然
丁
人
に
し
‘て
巴
里
に
永
住
し
罟 

た
る
漭
又
は
怫
蘭
西
金
融
に
利
害
を
有
す
る
者
が
佛
il 

西
市
場
-1
6
資
金
を
引
上
げ
し
こ
ビ
、(

.ニ)

佛
蘭
西
資 

本
ぞ
中
^
.に

質
本
の
；.
»
換

を

圖

り

資

金

を

移

出

せ

し

者 

多
か
り
し >」

V
J

、.
及
び(

三)

戰
亂
に
依
り
損
失
を
蒙
ぅ 

た
る
外
國
金
融
業
者
殊
.化
猶
太
人
等
が
、
爲
替
相
場
の 

變

猶

を

刺

用

し

て

投

機

を

試

み

益

々

，市

場

の

動

搖

を

大 

な
、ら
し
め

た
る
こ
ヒ

の
三
^

實
を
康
げ
た
K
y。
架
し
て 

然
ら
ば
佛
蘭
西
の
爲

.#
浦
場
は
，
此
等
投
機
潘
流
.の
霞 

慾
#
く
こ
ヒ
^
知
ら
ブ
る
1
牙
に
蹂
躪
さ
れ
、
國
資
の 

大
部
を
消
省
し
て
恰
，^
其
德
を
肥
し
た
る
；の
说
な
<
ん 

は
ぁ
ら
-ず

;°
-«
蘭

'1
|
が
.前
揭
昨
年
七
月
}ー
 〖

B
の
大
統
領

■
■
■
■
■
■ 

.

'

<

.
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笫
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第
十
^

(

一」

.
六
幽
、

)

鄭

0

交
顿
拯
货
^

低
雜
と
^

勒
4

纸

令
を
以
て
"
投
機
業
者
の
金
輸
出
を
防
止
し
お
る
^
同 

時
に
0
0
0
0
0
^

$

に
依
つ
て
市
中
大
鈒
行
一
齊 

に
贸
易
の
必
す
必
喪
上
至
當
ビ
認
む
る
渚
^
限
り
ノ
爲 

替
の
賣
買
を
營
み
.其
他
の
者
に
對
し
て
は
一
切
之
を
拒
：

絕
せ
る
旨
を
決
せ
し
も
の
V
全
く
右
の
如
き
投
機
者
を 

爲
替
市
場
ょ
り
排
斥
せ
ん
ビ
の
目
的
に
外
な
ら
す
。

斯
く
の
如
く
佛
蘭
西
は
對
外
爲
替
調
節
に
就
き
消
極 

的
手
段
を
採
り
た
る
上
に
、
英
、
米
雨
國
に
新
に
爲
替 

.资
金
を
調
達
し
て
此
等
兩
市
場
宛
手
形
の
供
給
を
®

®

な
ら
し
^

る
^

あ
り
0
:剧

ち
.

一
、
英
國
に
對
し
て
は
昨
年
七
^
六
H
偷
敦
.の
サ 

、
、
、
ユ
エ
ル
*
モ

ン
-
K

1グ

商

會の：！：

介

に

基

き

、

巴 

f
f
iの
大
飯
行
と
偷
敦
鈒
行
糊
と
の
協
議
の
結
果
、
 

.
偸
敦
銀
行
は
無
擔
保
に
て
巴
盟
鈒
行
の
振
出
せ
る 

手
形
を
五
百
馮
磅(

一

億
ニ
千
六
西
萵
法)

を
限
b 

引
受
く
べ
き
承
諸
成
り
。
又 

ニ
、
米
國
に
對
し
て
は
同
月
ロ
ス
チ
ヤ
ィ
ル
ド
家
が 

.
米
國
に
^
け
る
佛
蘭
两
政
府
の
支
拂
の
爲
め
モ
X

■.
 

第八
！！ 

二1

八 

.

ガ
.ン
商
會
を
介
し
.て
米
國
鐡
遒
證
狖
を
擔
保
ど
し 

て
、
：利
率
芄
殳
»1
限
一
，1

の
條
件
に
.て
M
W鍬 

.
行
ょ
り
五
千
萬
乃
至
七
千
五
百
興
弗

(

一
S
五
千 

九
西
萬
法
乃
至111

八
千
八
百
五
十
萬
法)

の
融 

通
を
受
け
た
り
。 

j

右
は
何
れ
も
銀
行
信
用
に
侬
り
前
者
は
手
形
引
受
、
 

後
者
は
直
接
貸
出
の
形
式
を
猓
れb
。
此
等
各
穂
の
施 

說
に
依
つ
て
> 
佛
蘭
西
對
外
爲
替
はf

時
幾
分
小
版
を 

\

見
た
_る
も
、
間
も
な
く
復
た
低
落4:
向
ひ
"
大
勢
は
遂 

|

に
挽
2
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
れ
ぅ
。
昨
年
八
月
五
リ
藏 

相
リ
ボ
ー
氏
の
上
院
に
於
け
る
質
問
答
辯
中
、
爲
替
取 

引
上
投
機
を
絕
對
に
禁
止
し
得
べ
き
方
策
の
存
せ
ず
、 

怫
蘭
銀
行
業
者
が
！

I

外
國
の
實
例
に
艦
み
、
爲
稃
取
引 

觸
占
の
實
行
不
可
能
な
る
旨
を
決
議
せb
i

述
.、ベ
た
る 

に
徵
す
る
も
、
此
方
而
に
於
け
る
爲
替
調
節
の
全
か
ら 

ざ
る
を
知
る
に
足
る
0
蓋
し
爲
替
取
引
が
內
外
ニ
箇
の 

市
場
に
行
は
る
、
以
上
、
其

一.方
の
み
取
締
を
嚴
R
す 

る
' も
他
方
の
依
然
放
任さ
る
、
以
上
施
す
の
策
な
き
を

自
臼
し
て
、
，偷
敦
、
紐
育
殊
に
偷
敦
に
於
け
る
投
業
奢

* 

. 

•.

の
怫
英
爲
替
市
_
*を
锻
亂
し
；っ
、
豐

を
暗
示
せ
る
な

戦

前

-{
:
於
て
は
巴
里
.は
ff
i
要
な
る
金
#
市
場
ビ
し
，て 

國
際
金
融
上
偷
敦
ビ
比
肩
せ
ん
と
す
る
程
の
勢
を
示
し
一 

た
り
し
に
開
戰
後
昨
年
二
月
の
財
政
同
盟
以
來
、
巴
里 

市
場
は
漸
く
旗
幟
の
鮮
明
を
失
ひ
、
特
し
紐
育
に
對
し 

て

は

偷

敦

の

支

：配

下

に

立

つ

に

¥

^

對

米

輸

入

貿

易 

が
®
就
^
經
る
多
き
が
如
く
、
其
決
濟
に
就
て
も
多
く
一 

は
偷
敦
余
•融
業
激
の
手
を
*
る
の
狀
態
に
在
b
、
元
來 

艰
時
は
英
佛
間
の
質
易
は
佛
蘭
西
に
順
調
を
里
し
、

ぐ 

九
一
三
尔
及
.び
一
四
年
の
ニ
年
度
ビ
も
佛
蘭
西
の
輸
出 

超
過
.は
ニ
三
億
法
U
達
し
た
6

0
然
る
にr

九
一
五
年 

度
は
非
常
の
逆
勢
に
轉
じ
、
税
關
の
統
計
表
の
み
を
以\ 

て
す
る
も
約
十
二
億
法
の
輸
入
超
過
な
れ
へ
は
> 
物
價
の 

騰
貴
ヽ
運
赁
ヽ
保
險
料
等
の
昂
滕
に
り
、
英
佛
御
國 

際
贷
借
の
實
數
は
約
三
十
億_法
の
：逆
.觸
を
佛
1
西
に
齋
. 

せ
る
は
疑
ふ
ベ
か
ら
ざ
る
ベ
し
。
|
前
«
_
の
如
く
巴
風

市
場
が
國
際
金
融
土
に
典
獨
立
：の
地
位
を
失
ふ
に
至
办 

し
爲
め
、
.佛
蘭
西
の
對
外
支
拂
の
大
部
分
が
對
英
爲
替 

K
影
響
す
る
は
當
然
の
こ
S
Rし
て
、
佛
爽
爲
替
の
調 

節
が
怫
蘭
西
爲
替
間
題
の
焦
點
と
な
り
、
種
々
の
施
設 

皆
之
を
中
心V」

し
て
行
は
れ
た
る
所
以
な
き

に

あ

ら 

す
。
而
か
も
偷
敦
'に
於
け
る
做
貨
の
低
落
は
益
々
其
勢 

を
甚
し
く
す
る
の

み
に
し
て
、
米
國
に
於
け
る
英
怫公 

債
の
成
立
は
、.幾
分
對
外
相
場
の
低
.落
を
沮
Lh
し
得
れ 

5

し
も
、
其
後
英
貨
の
米
貨
に
對
する
K

A
は
却
て

佛 

貨

.の
英
貨
に
對
す
る
低
落
を
誘
致
し
、
佛
英
相
場

(

參 

着)

■は
咋
年
末
以
來
左
の
如
く
佛
貨
の
低
落
を示
し
た

:
•

最

.

高

最

低

1

九
一
五
年
十
一
力
.：

ニ

七

法

九

ニ

山

，ニ
七
法
五
玉
山 

同 

十

二

力

：：
二
:'
1
1
七
七
三
ニ
七

6

五五
 

1

九

H
O
H

ガ

二

.
七•.
九
九
ニ

.

.セ*八五
 

同

'
ニ
力

;

ニ八

:»
0

ニ：
 

ニ七珍九八

'

.
同

，
-

H

.
月
.

ニ
.

ニ八

'

四七，

^

’

：ニ八

*

0

三：
 

同

:

四
力

.

.

.

ニ
.
八
：
，

九

八
.

W
.

.:. 

二
八
，

ニ
七：
■

右

に

示

す

が

如

く

佛

货

の

低

落

は一

九

一

六

年

を

迎

箱
.八

號

二
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雜
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交
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貨
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低
雜
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其
防
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策



欺
十
能
' 

(

ニ

六

'6

雜

錄

交

戦

國

货

幣

低

济

と

其

防

此

纸

へ
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總
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だ
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條
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^
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狞
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.

:
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猶
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；
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に
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を
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又
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落
か
初
沁
し
當
時
泖
湖
西 

銀
行
の
疋
貨
雄
傰
は
已
む
か
得
ず
ん
ば
疗
五
十
磁
の
紙
幣
發
が
畠 

に
對
し
て
三
十
傲
举
に
低
下
す
る
も
可
な
リ
と
喵
べ
な
が
ら
も
、 

同
.

銀
狞
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得
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發
行
し
、
其
年
取
金 

を
以
て
政
府
の
對
外
支
拂
に
充
つ
る
外
页
に
贝
間
對
外 

«
務

：の

決

濟

に

も

使
{且

を

與

へ

れ

り

。

從

來

露

®!
の

貿 

M
か

偷

敦

に依
倚

す
る
こV」

大
-̂

り
し
丈
け
、
英
ね
执
に 

對
す
る

露

貨

の

低

落

は

甚
し
く
、

.露

英

間

の取
引
.を
..困

雛
に
陷
れ
し
か
ば
露
國
對
外
爲
替
の
調
節
は
先
づ
英
國 

に
對
し
て
行
は
れ
、

一
昨
年
十
一
月
八
千
莴
fa
の
金
を 

英

國

に

現

送

し

^

之

に

依

つ

て

英

蘭

銀

行

引

受

の

大

藏 

潘
證
券
一1億

留

を

偸

敦

：に

て

發

行

す

る

こ

S
を
得
れ 

ぅ
。
然
れ
ど
も
其
年
取
金
の
中
一
億
ニ
千
莴
留
を
以
て 

政
府
の
外
債
利
挪
又
は
其
他
の
對
支
拂
に
供
せ
し
か
ば 

4

般
民
間
：の
債
務
決
».
に
用
ゐ
ら
れ
し
も
の
は
僅
八 

千
萬
留
に
過
ぎ
ず
"
露
.貨
の
低
落
底
止
す
る
所
を
知
& 

ざ
る
の
有
樣
な
り
し
か
ば
、
JE
に
昨
年 
一I

月
の
財
政
同 

盟
0-

結
艰
、
露
國
の
偷
敦
に
於
て
發
れ
し
得
る

大
藏
證 

券
额
を
三
億
一I

千
萬
留
ビ
せ
ら
れ
，
M
に
' 一
億
ニ
千
;®
; 

留

、
の

爲

替

資

金

を
#
た
h

i
。此
等
の
手
段
に
依
り
露 

英
間
爲
替
はr

時
.

1 

一
1〇
留
/

(

平
價
十
磅
に
#
九
四
留

第

十

餘

(

ニ

七

三)

雜

錄

.
交
戦
國
货
附
低
落
と
其
防
止
策

第
八
號

1

H

七
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トI.
.*
a
,
b
l
n

婼

十

骼

2

一：七
四)

雜

錄

違

國

貨

幣

低

落

と

典

防

止

策

：

锘
八
雜

A

五
七
五 

>
.

「
に
低
落
せ
し
も
0
昨
年
5
月
爾
は
：1
:
1

1

看
 

(.
;
持
直
し
た
&
o

訣

、

！
|

西

瓶

帝

國

銀

行

は

政

府

の

偷

敦

に

て

發

行

し

?:
る

大

鼸

贫

證 

.券
の
宇
取
金
に
對
し
て
"

媒

國

內

に

.
て

倫

敎

宛

爲

替

竽

形

か

贽

出
 

す
べ
合
が
、
帝
國
鈒
行
は
一
方
金
1:

集
0

カ
便
と
1

て
金
货
か
以 

て
贸
人
か
な
す
潴
に
は
嵇
殊
の
利
益
か
與
へ
、
自
ら
金
に
扛
歩
か 

附
す
る
の
矛
质
か
敢
て
し
れ
り
と
い
ふ
。

露
國
は
又
怫
蘭
西
に
對
し
て
も
決
濟
す
べ
き
多
額
の 

偾
務
を
有
し
、
對
佛
爲
替
の
逆
調
亦
著
ん
か
b
し
か
ば 

露
國
は
B

M
财
政
同
盟
の
f

英
國
ビ
同
樣
大
藏
省
證 

券
を
發
行
し
佛
II
西
銀
行
ょ
り
融
通
を
受
け
之
を
以
て 

其
支
挪
に
供
せ
り
。
而
し
て
露
國
の
佛
蘭
西
鈒
行
ょ
り 

の
借
入
額
は
昨
年
末
無
®
四
値1

一
千
一
I
f
B四
十
萬
留
に 

達
せb

v
j

い
ふ
。
以
上
露
國
が
英
11
鈒
行
及
び
«
|1
® 

鈒
行
ょ
b
受
け
れ
る
融
通
额
は
、
各
其
貸
附
國
內
に
於
.
 

け

る

支
拂
に
充
て
ら
る

V

も
の
に
し
て
他
國
に
對
す
る 

支
拂
に
は
流
用
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。
是
れ
英
佛
共
に 

資
本
の
流
出
に
因 

>
對
外
爲
#
の
逆
調
を
强
く
す
る
を 

處
れ
れ
る
當
然
の
結
果
な
る
も
、
露
國
は
之
が
爲
め
米

國
.へ
.：の
交
拂
に
對
し
て
は
觅
に
同
國
に
於
て
爲
替
資
金 

を
調
達
せ
ざ
る
べ
か
ら
中
。
露
國
は
最
初
は
頻
り
に
金 

を
現
送
，し
て
.、
モ
ル
ガ
ン
商
會
等
紐
育
鈒
行
團
ょ
ト
資 

金
の
融
通
を
受
け
つ
、
ぁ
り
し
が
、
其
®
需
品
の
購
入 

漸
次
多
顔
に
上
り

し

に

"

金

の

輸

送

は

意

の

如

く

な

ら 

ざ
る
に
至
ぅ
大
藏
省
證
券
を
鈕
育
に
發
行
せ
り
。
典
後 

本
年
初
以
來
稍
々
長
期
の
借
入
を
企
て
紐
育
銀
行
削
と 

交
渉
し
つ
V
ぁ
b
し
が
ノ
*
近
の
a
育
電
報
.は
期
限
三 

恼
年
利
子
六
分
半
に
て
一1

千
萬
®
の
融
通
決
定
せ
る
が

D
ンノ
 

o

以
上
露
國
が
採
れ
る
對
外
爲
替
調
節
策
は
何
れ
も
爲 

替
資
金
調
達
と
い
ふ
積
極
的
手
段
ビ
稱
す
る
を
妨
げ
ざ 

る
も
、
資
金
調
達
は
主
ミ
し
て
大
藏
證
券
な
る
浮
動
公 

懊
の
發
行
に
依
り
し
か
ば
、
其
爲
替
調
節
上R
於
け
る 

效
.果
固
ょ
り
姑
息
的
な
る
を
免
れ
ず
。
.
さ
れ
ば
之
に
依 

て
露
貨
の
低
落
はj

時
汛
止
せ
ら
れ
し
も
、
暫
時
に
し 

て
復
れ
下
向
き
大
勢
は
益
々
不
良
に
赴
か
んi
せ
り
。 

乃
ち
露
國
は
露
貨
低
落
の.极
本
に
»
り
て
輸
入
制
限
の

策
を
講
中
る
に
至
れ
i
。
輸
入
禁
止
法
を
設
け
て
特
殊 

の
商
CJH
に
對
し
、
絕
對
に
輸
入
を
禁
业
し
た
る
は
其
一
 

に
し
て
、
特
足
商
品
の
輸
入
に
對
す
る
爲
替
の
取
組
中 

止
を
命
せ
る
は
.其
ニ
、
is
r

M

A宛
一
筒
月
の

爲
替
取 

組
高
に
制
限
を
加
へ
た
る
は
其
三
な
即
ち
露
國
政 

麻
は
之
_に
依
つ
て
直
接
又
は
0
0
に
輸
入
制
限
を
實
行 

せ
ん
と
す
る
な
り
。
露
國
'が今

：：：

迄

鈒

行

業

者

に

內

訓
 

を
發
し
て
爲
替
収
組
中
止
を
命
じ
た
る
商
品
は
、棚
1£
-
、
 

茶
"
獸
毛
.
機
槭
•
賺
謨
製
品
等
約
五
六
繩
な
る
が
、 

M
K
今
囘(

本
年11

一
月
九
日)

の
大
藏
潘
令
を
以
て
絹
、
 

鈒
"
®石
、自
働
难
及
び
上
製
革
を
追
加
し
た
り
。

' 

且
R 

&
在
莫
斯
科
：半
田
領
事
ょ
&
外
務
湛
へ
の
着
爾
に
依
れ 

ば
露
國
大
藏
省
は
咎
銀
行
に
對
し
輸
入
に
對
す
る
一
般 

爲
#
取
組
は
"1

人
に
付
き〗

筒
月
間
一
千
留
を
限
^s 

i
し
其
都
度
設
據
書
類
を
提
出
せ
し
め
、
又
貴
重
品
、
 

花
類
1
香

水

、

レ

ー

ス

興

他

之

'に

類

似

の

商

品

輸

入

に 

對

し

ては
成

る

ベ

く

爲

替

を

取

組

ま

ざ

る

.
ベ

き

檨

餅

令 

を

發

せ&
^

い
ふ
？
固

よ

6
當

業

潘

の

間

に

は

、
，

斬
ぐ

の
免
く
な
&
ん
か
> 
此
等
商
品
の
輸
入
は
事
實
不
可
能 

ご
な
り
迷
惑
大
な
り
ビ
，て,
反
對
運
動
を
起
す
も
の
6 

り

S
い
へ
ば
其
結
果
如
何
は
求
だ
不
明
に1
す
。
荷
ほ 

露
國
政
府
は
今
期(

六
月
ょ
り
開
會)

.議
會
に
數
種
赘
澤

或
は
右
爲
替
取
組
中

止

を

命

じ

た

る

商

品

の

或

物

，は
其 

一

梦
J L

品
m

l

中

に

加

へ

ら

る
.a

こ

V」
.

な

る

べ

き

い

。

兎

> 

>

角
露
國
が
對
外
爲
替
の
調
節
を
、
資
金
調
達
困
雛
な
る 

j

爲
め
輸
入
御
限
の
消
極
的
手
段
^
‘依
ら
ん
と
す
る
に 

\

至
6
し
は
歷
然
た
b
。
M

R
露
國
の
採
り
た
る

消
極
的 

|

調
節
手
段
の
ー
は
,>
對
外
爲
替
の
國
有
に
し
て
、

即
ち 

之
に
依
づ
で
隱
國
政
府
を
し
て
爲
替
の
獨
占
者
た
ら
し 

め
んvj

す
る
な
り
。
此
施
設
R
就
き
槪
說
せ
ん
に
、
政 

府
は
大
藏
省
內
に
帝
國
銀
行
の
代
表
者
及
び

取
引
所
，巾 

買

人
監
督
、
手
形
交
換
所
盤
事
、
猫
立
鈒
行
代
表
者
ょ 

h
成
る
外
國
決
濟
課
を
說
け
、
日
々
英
、
佛
、端
西
、伊
、 

瑞
典
、
.了
、
聽
、
日
、
米
の
諸
國
宛
爲
替
相
？

決
定 

發

表
し
へ
き
、
之

を

以

て

全
露

國

の.

爲

替

相

場ど

®

め

、

第
八
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落
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節

十

泡

(

ニ
七
六

)

雜錄資金需'
用
論

何

人

も

之

れ

以

上

に

で

取

引

を

な

す

を

禁

せ

ら

る

:°
且 

外
國
決
1
は
日
々
全
國
爲
滕
銀
行
を
し
て
爲i
質 

額
®
に
其
差
辦
を
報
吿
せ
し
め
，
之
に
依
つ
.て
對
外
爲 

昝
の
需
給
を
按
配
し
"
且
.は
轉
賣
文
は
投
機
の
爲
め
買 

®
を
な
す
を
防
が
ん
す
る
な

6
。
-從
つ
て
銀
行
は
輸 

入
業
者
其
他
の
需
要
?>
る
に
ぁ
&
ざ
れ
ば
、
獨
立
し
て 

對
外
爲
#
を
買
入
.る
、
を

得

ず

。

右

外

國

決

濟

課

.の
設 

け
ら
れ
し

は
本
年
ニ
ガ

八
日
の
こ
と
な
る

が
、
»

投

機
一
 

を
防
，
ぎ1
節
上
幾
何
の
效
银
を
致
し
れ
る
に
就
て
は
宋
一 

だ
茲
に
斷
定
す
る
の
睁
期
に
達
せ
ず
。

C
次
號
锘
結> 

\

註
、
露
阈
外
國
決
濟
課
狨
聚
邀
翁
資
^
|
表

織
造
平
债
露
®

ij

月一

日

同

g
月
：日

\ 

V

留 

'

.

留

：

留 

英

國

十

錄

U

付 

孕
S

愛

。8

愛

。8

• 

佛

蘭

西

茛

法

1-
付 

¥

2

九
< 

t

s

SE
r

-v

s

,

瑞

0

W
法
に
#

'
同

S
矗

六

ー

。思
.

.

讲

太

利

‘ 

W

「

ク
ラ
J
U付
.

I
同 

鹄
。老

^

瑞

典

.

w「

ク
ロ
-
ネ
J
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§

:
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九s
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抹

w
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U
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:
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0
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ク
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デ 

v
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l
-付
七
八*ニ
3-
£
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眷
§

1

?
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日

本

再

圆•レ
付
；
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S
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来
國
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付 

T
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S
B
l
k
i
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第
八
號

1

四
〇

金
Hi?
rra

用

論

:

.

高
城

.

仙
次
、郧

'

-
利
子
步
合
決
定
の
法
則
に
關
す
る
學
說
中
最
も
有
力 

な
る
も
の
は
ク
ラ
ー
久
、

力
！

バ

ー
等

に

依

り

て

代

表 

せ
ら
る
、
限
界
生
產
カ
說
並
に
ベ
ン
バ
i
ル
ク
、
フ
ィ 

シ
ャ
\
ス
、
タ
丨
の
唱
ふ
る
M
ff
i
時
差
®
な
り

しヾ
す
。
此 

雨
，者
は1

派
の
學
翥
に
依
5
て
互
に
氷
灰
相
容
れ
ざ
る 

も
の
な
る
が
如
く
に
看
做
さ
る
れ
ど

、

實
は
兩
潘
問
に 

何
等
衝
突
す
る
所
な
く
、
唯
だ1

眞
理
の
異
な
れ
る
方 

面
を
說
き
れ
る
-が
故
に
人
を
し
て
M
»
せ
し
め
れ
る
の 

み
。
先
年
セ
タ
グ
マ
：
シ

は

其

『

原

論』

.に

於

て

雨

者

の

調 

和
を
圖
り
た
る
が
"
氏
の
試
み
は

綜
合
的
な
る
も
>«i 

的
な
ら
ざ
る
；憾
な
き
を
.得
ず
.。

余

は

®

に

利

子

步

合

の 

研
究
を
企
て
本
誌
.四
月
號
に
於
て

r

利
子
步

合

：
の

解

剖

』

 

な
る
題

下

に利
子
が
：純

利

子

"

保

險

料

並

に

手

數

料

ょ 

成
る
こ
と
を
說
明
せ
る
序
に
何
等
の
危
險
年
數
を
伸

は
ざ
る
圾
合
に
利
子
步
合
を
決
宛
す
る
も
の
は
資
金
の 

需
用
並
供
給
な
り
ビ
論
じ
れ
る
が
、
此
說
明
は
英
國
派 

の
學
漭
が
曾
て
與
へ
た
る
説
明
に
し
て
"
楚
れ
丈
け
に 

て
は
利
子
步
合
決
宛
の
法
則
を
踽
明
す
な
.こv

j

を
得 

中
。
吾
人
は
進
ん
で
資
佥
の
髂
用
並
に
供
給
が
如
何
に 

し
て
定
ま
る
や
を
知
ら
ざ
る
可
炉
ら
ず
。
本
槁
に
於
ズ 

論
ず
る
は
即
ち
其
前
半
資
金
需
用
の
原
因
な
h

i
す
。
 

余
は
以
下
本
論
に
於
て
持
說
に
對
し
て
生
*
カ
說
ビ
價 

値
時
差
說
€
を

合

理

的

に

加

味

配
*]
し

利

子

步

合

決

定 

の
?1
則
を
紐
織
的
に
說
明
せ
ん
と
企
て
た
り
。

.

第

1

節

S

融
通
階
級
內
の
需
用
.

贷

借
に
M

等
の

危

險

並に
手

數
の
伴
は
ざ
る
場
合
に 

1

定

の

時

】

定

の

融

通

階

級
s

r :
內
R

於
け
る

純

利 

子

步
合
が
其

時

其

融

通

階

級
內
に
於
け
る

資

金(

註
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